
◆実車ガイド
・ 木次線のキハ120200形は、2013年頃より首都圏色に

塗り変えられて活躍しています
・ 関西線の加茂駅～亀山駅間では、2017年3月より

「お茶の京都博」をPRするラッピング列車
「京都山城列茶」が運転開始されました

・ 三江線では、2014年9月より「神楽」をテーマにラッピン
グが施された「三江線神楽号」が活躍しています

◆製品化特徴
・ 車体トイレ搭載により窓埋めされた姿を再現
・ 車体側面サボ、車番印刷済み
・ ヘッド・テールライト常点灯LED基板装備･

ON-OFFスイッチ付
・ 前面表示部・ワンマン表示印刷済み
・ 常点灯対応室内灯（白色ＬＥＤ）装着済み
・ 密自連ＴＮカプラー（ＳＰ）標準装備

■ キハ１２０（木次線・首都圏色）について
・ キハ１２０200形の首都圏色の姿を再現
・ スノープロウ付スカート採用

■ キハ１２０（関西線・京都山城列茶）について
・ キハ１２０12は京都山城列茶のラッピングが施された

姿を再現
■セット内容・編成例 ・ キハ１２０11は関西線の銀色と青色のカラーリングを再現

・ スカートが改造された姿を再現
■ キハ１２０（三江線・三江線神楽号）について
・ キハ１２０310は三江線神楽号のラッピングが施された

姿を再現
・ キハ１２０309は銀色に赤･水色･青の帯を巻いた姿を再現
・ スノープロウ付スカート採用 

<98051> ＪＲ キハ１２０200形ディーゼルカー（木次線・首都圏色）セット （２両） 予価 ￥10,300（税抜）

<98985><限定品> ＪＲ キハ１２０0形ディーゼルカー(関西線・京都山城列茶)セット （２両） 予価 ￥11,000（税抜）

<98986><限定品> ＪＲ キハ１２０300形ディーゼルカー（三江線・三江線神楽号）セット（２両） 予価 ￥11,000（税抜）

◆実車ガイド
・ ２８７系は従来から使用されていた１８３・３８１系の置き

換え用として2010年に導入された特急電車です
・ 2017年8月から和歌山県のテーマパーク「アドベンチャー

ワールド｣の開園４０周年を記念して２８７系１編成６両
にラッピングﾞが施され運行を開始しました

◆製品化特徴
・ ２８７系ラッピング列車｢パンダくろしお・Ｓｍｉｌｅ

アドベンチャートレイン」を再現
・ 車番・ＪＲマーク・グリーンカーマークは印刷済み
・ クモロハのシートは茶色、クモハ・モハのシートは

青色で再現
・ ドアステップは黄色帯を印刷済み
・ 扉横にある表示器は黒色印刷にて再現
・ ヘッドライト白色、テールライトは赤色のＬＥＤ基板を装備

■セット内容・編成例 ・ ヘッドライト・テールライトON-OFFスイッチ付
・ 運転台下部のヘッドライトはカラープリズムにて黄色と

白色の点灯を再現
・ 先頭車運転台側はＴＮカプラー（ＳＰ）装備
・ フライホイール付動力・新集電システム・銀色車輪採用

＜別売りオプション＞
室内灯：<0734>ＬＣ（電球色）　ＴＮカプラー：<0337>密連形

<98987><限定品> ＪＲ ２８７系特急電車（パンダくろしお・Ｓｍｉｌｅアドベンチャートレイン） （６両） 予価 ￥24,000（税抜）

<92420> 再生産 ＪＲ ２２５0系近郊電車基本セットＡ （３両） ￥10,800（税抜）

<92421> 再生産 ＪＲ ２２５0系近郊電車基本セットＢ （４両） ￥15,400（税抜）

<92422> 再生産 ＪＲ ２２５0系近郊電車増結セット （５両） ￥12,800（税抜）

ＪＲ西日本商品化許諾申請中　アドベンチャーワールド商品化許諾申請中

新製品インフォメーション 2018年5月･6月発売予定

木次線（首都圏色）、関西線京都山城列茶、三江線神楽号キハ１２０を再現

紀州路を走るパンダ電車、あなたの鉄道にもいかがですか？

写真：清水 薫 

 ■ キハ１２０-300（三江線神楽号） 

■ キハ１２０-0

（京都山城列茶） 

 ■ キハ１２０-200（首都圏色） 

写真：マシマ・レイルウェイ 

・ピクチャーズ 


